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5月31日から6月23日まで令和3年第2回川崎市議会定例会が開催されまし
た。4月より自民党川崎市議団団長を拝命し、2度の緊急要望書提出を行
い、議会中は代表質問の取りまとめを行いました。委員会は環境委員会と
議会運営委員会に所属しています。要望書提出の様子と代表質問の内容を
抜粋してご紹介します。
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ワクチン接種体制強化
について要望

教育機関等の従事者を優先して
ワクチン接種することなどを要望

緊急要望書を提出

福田市長と

伊藤副市長と
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Ｑ１　ワクチンの需給バランスはどのようになって
いるのか?
Ａ１　供給量の増加に応じて、個別接種の協力医療
機関数が増加しており、当初よりも接種予約を取得
しやすい状況となっている。高齢者に次ぐ接種順位
となる60歳から64歳の方や基礎疾患を有する方な
どの接種を視野に入れるとともに、適宜、集団･個
別･巡回の各接種体制の最適化を図りながら、取組
を進めていく。
Ｑ２　訪問看護や介護対象者など自発的にワクチン
接種がしにくい市民への対応は?
Ａ２　訪問医による個別接種のほか、訪問介護サー
ビスを利用した支援等も想定されることから、地域
包括支援センター等に対して必要な情報提供を行う
など、関係団体等とも連携を図りながら必要な支援
に努める。
Ｑ３　医療従事者の接種完了時期は?
Ａ３　6月2日時点の神奈川県の公表では、接種希
望者のうち1回目接種率は99%、2回目接種率は
73.8%とのことから、7月上旬までには概ね接種が
完了するものと推測している。本市において新型コ
ロナ感染症対策業務に従事する者のうち、現時点で
約180人が接種を希望しておりまして、概ね接種や
予約が完了していると聞いている。
Ｑ４　ワクチンロス防止の取組は?
Ａ４　集団接種及び
大規模接種において
は、近隣の消防･保
育･学校関係者や区
役所の職員等から接
種対象者を選定し、接種を実施している。個別接種
においては、医療機関等で接種可能な人を探せない
場合、あらかじめ当日の接種協力者を募っておく「ワ
クチン接種協力者バンク」の取組を6月7日から開
始した。巡回接種においては、余剰分ワクチンにつ
いて各施設の従事者等への接種を行っている。
Ｑ５　ワクチン接種状況に関して、もっとわかりや
すくする伝えるべきでは?
Ａ５　接種対象者は、高齢者から若年層まで幅広く、
それぞれの年代に応じて、分かりやすく、適切に情
報を届けることは大変重要なことと考えている。一
方で、年代に応じて、効果的な情報媒体が異なるた

め、特に紙面等を
活用する場合、作
成や発信から情報
が届くまでのタイ
ムラグが大きいこ
となどが課題となっている。引き続き、様々な工夫
を図りながら、分かりやすい情報提供を行っていく。
Ｑ６　大規模接種会場と集団接種会場の会場ごとの
実施状況と課題について
Ａ６　大規模接種会場は6月7日から接種を開始し、
8月1日までの8週間、1日あたり2,000回分の接種
を実施する予定。各区の集団接種会場については、
1日あたり3,000回分の接種を実施している。課題
は、予約受付時間よりも早く来場される方への対応
や、密を避けるた
めの対策。特に大
規模接種会場につ
いては、当日キャ
ンセルが多数発生
した場合の対応な
どが課題である。
Ｑ７　休日･夜間接種に関する方針は?
Ａ７　高齢者以外の方への接種を見据えると、休日
や夜間における接種ニーズなども想定されることか
ら高齢者向けの接種状況や個別接種体制の拡充状況
等を踏まえながら、今後の接種会場の運営の方向性
について検討していきたい。

　青木より一言意見

新型コロナウィルスのワクチン接種対応策、その副
作用への対応含め、常に議論を進めております。日々
状況が変わりますので、ホームペー
ジやコールセンターで最新の情報を
ご確認ください。

新型コロナウイルス対応について代表
質問
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Ｑ１　5月17日に指定都市市長会において16名の
市長が参加し、「第3回多様な大都市制度実現プロ
ジェクト」が開催された。どのような議論が行われ、
福田市長はどう主張したか?�
Ａ１　このプロジェクトは、昨年11月の設置以来、
道府県の区域外となる一層制の特別自治市の枠組み
とともに、住民代表機能を持つ区のあり方など、地
方制度調査会で指摘された問題点等について議論を
重ね、この度中間報告を取りまとめた。本市として
は、指定都市が住民に身近な行政サービスのほとん
どを担っている中で、特別自治市が制度化されてい

ないことが問題
で、指定都市と
して早急な合意
形成が必要であ
ると主張してき
た。県との二重
行政を解消し、

効率的・効果的な行政運営を可能とする特別自治市
制度を実現するため、大都市制度に対する機運が高
まっているこの時期をとらえ、議会の皆様とも連携
し、他の指定都市とともに積極的に国等へ働きかけ、
その制度化を目指していく。
Ｑ２　5月24日に横浜市長と神戸市長が政府及び関
係省庁に取りまとめた提言をもち 要請活動を行っ
たとのことだが、国の反応と指摘された課題点等
は?�
Ａ２　特別自治市がリーダシップを発揮する意義が
あるとの評価がある一方で、県内の他の市町村とい
かに共存していくか、その理解を促進していくこと
が重要との意見をもらったとの報告を受けている。
Ｑ３　横浜市、川崎市、相模原市の3市長から神奈
川県知事あてに特別自治市に関する質問書を提出
し、知事より回答があったとのことだが、知事の考
えに対して、市長はどのような認識を持っている
か?�

第3回多様な大都市実現プロジェクトについて代表
質問

指定都市市長会HPより

Ｑ１　基本構想に対するパブリックコメントのなか
で、多く寄せられたのが、会場となる富士見公園に
対する意見だった。「市民がフェアに参加しやすい
のは市内中心部か多摩地域が望ましい」「本市の玄
関口で集客が見込まれるとの理由だけでは要件が
乏しい」「雰囲気や景色が殺伐としている」といった
意見に対する見解は? 再編成が行われる予定だが、
スケジュールが示されていない。フェア事業スケ
ジュールとの整合性についての見解は?�
Ａ１　会場については、川崎の多様なみどりを知り、
活かす活動を全市に展開していくため、地域の特色
を活かしていくことが重要と考えております。式典
や行催事等については、会場および周辺の安全対策
や交通対策に加えて屋内での実施なども勘案して富
士見公園を想定している。会場等の全市的な展開の
考え方については、今年度、基本計画を策定する中
で示していく。富士見公園については、「緑、活気、
憩い、ふれあいのある、都心のオアシス・富士見公園」
の将来像のもと再編整備を進めており、都心におけ
る総合公園にふさわしい富士見公園の再生等をめざ

している。令和6年に予定している緑化フェアと整
合を図りながら、必要となる公園施設の整備が完了
するよう進めている。

　青木より一言意見

令和6年、市政100年に向けて、市民みんなが緑に
触れられる環境整備を進めて参ります。

全国都市緑化川崎フェア基本構想策定について代表
質問

富士見公園ゾーニング図（富士見周辺地区整備基本計画（概要）より）
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Ａ３　広域自治体として県の担うべき役割や、県単
独事業の補助率の考え方など、本市の疑問を解消で
きるものではなく、今後も引き続き、県内の他の指
定都市とも連携しながら、様々な場面を通じて対応
を求めていく。

　青木より一言意見

我々自民党は国へ特別自治市制度の早期実現に向け
た意見書を市議会に提出、採択しました。（団長と

して、本会議上で提案者をさせていただきました。）

Ｑ１　本市は、2022年に生産緑地指定から30年を
迎える農地に関して、特定生産緑地への移行を推進
してきた。本年2月時点では、申請対象899世帯の
うち639世帯から申出がされている。未だに多くの
世帯が指定申出を行っていない状況。さらなる指定
推進に向けた取り組みと、買取り申し出に対応する
ための庁内関係局との情報共有の状況は?�
Ａ１　令和4年に指定から30年を迎える生産緑地
については、今年度が申出の最終年度となることか
ら、意向の確認等を確実に行うため、今後、新たに
JAセレサ川崎と協定を締結し、協力して戸別訪問
を行うなど、きめ細やかな対応をしていきたい。農
業者の意向による買取りの申出があった場合には、
短期間での判断が求められており、計画的な土地取

得が困難なことが見
込まれることから、
関係局による土地活
用に関する意向を把
握するとともに、生
産緑地、特定生産緑
地の指定状況等の情
報共有を始めた。引き続き、より早い段階での対応
に向けて取組を進めていきたい。

　青木より一言意見

2022年 最後の申し込みについて川崎市とJAが、
連携して取り組んでいます。川崎市の農地をどのよ
うにしていくべきか議論を深めています。

Ｑ１　新年度が始まり、いよいよ一人一台の体制が
始まったが、本市の活用状況は?�
Ａ１　5月末時点ですべての学年で端末を使用して
いる学校は小学校では約60%、中学校では約85%。
夏季休業前までには、全ての学年で端末を使用する
予定。主な活用内容としては、カメラ機能を使った
植物等の観察記録の作成や、プレゼンテーション資
料を作成しての発表活動の他、意見交流及びイン
ターネットを用いた調べ学習、学級担任からの連絡
事項伝達などがある。教職員の授業以外での活用に
ついては、約94%の学校で、会議資料や教材等の
共有、職員間の情報共有などにおいて、Googleク
ラスルームやGoogleドライブなどの様々な機能が
使用されている。

　青木より一言意見

タブレットを使っての教育は、教師や家庭との連携
やGIGAスクールの知識が必要です。こどもたちの
ために、大人が勉強していけるような仕組みも考え
て行かなければなりません。こどもと楽しく、タブ
レット教育を進めましょう。

特定生産緑地指定の推進に向けた今後の取組

GIGAスクール構想について

代表
質問

代表
質問

イメージ（かわさき市政だよりより）
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Ｑ１　新たに本市がこれまで行なってきた支援に加
え、町内会・自治会における「公益的な事業活動」に
対する補助制度を創設する事としているがどのよう
な活動が対象になるのか?  次年度、同様の補助を求
めて申請した場合、継続するのか?  制度スタート当
初は丁寧な説明が必要だが職員体制は大丈夫か?�
Ａ１　補助の対象となる活動につきましては、防災
活動、安全・安心まちづくりの推進に係る活動、環
境美化活動、地域住民の参加と交流を促進する活動、
社会福祉活動、情報を共有するための活動など町内
会・自治会の公益的な事業活動を対象としている。
主な補助対象品目としては、盆踊り等の催しに係る
経費や町内会・自治会掲示板の新設・修繕費、デジ

タルツールに係る経費など。本補助制度は、町内会・
自治会の公益的な事業活動の維持・拡大を支援する
ものであるため、次年度以降も対象となる活動につ
いては、補助を申請できる。職員体制について、今
年度については、各区に会計年度任用職員を配置し、
連携して適切に運用していきたい。

　青木より一言意見

知識の定着について必要なことは、会話・対話・動
画音声・文章です。地域のコミュニティの形成に、
新しくできた補助金をうまく生かしていただき、楽
しい会話溢れる安心なまちづくりに役立ててもらい
たいです。

Ｑ１　本市の接種数の推移と令和2年度の接種数
は? 先の定例会で、本年度はすべての対象年齢の
女子に情報提供を行うとの事だったが、その計画
は？ また接種の不安を少しでも軽減するため、相
談体制の強化が重要だが、見解は?�
Ａ１　昨年9月に、高校1年生に相当する年齢の女
子、約6,000人に対して、ワクチンの情報提供を行っ
た。令和2年度の接種数の推移については、4月か
ら8月の接種数の平均は月約50件、情報提供を行っ
た9月から3月の接種数の平均は月約300件であっ
た。今年度の対象者への情報提供について、すべて
の対象年齢である、小学校6年生から高校1年生に
相当する年齢の女子、約3万人を対象として、7月
に情報提供を行う予定。相談体制については、保健
所予防接種係が相談窓口となっている。また、すべ
ての予防接種の相談窓口として川崎市予防接種コー
ルセンターを御案内している。今後も、接種への不

安が軽減されるよう、川崎市予防接種コールセン
ターと情報共有を強化し引き続き連携を図っていき
たい。

　青木より一言意見

ワクチン接種の相談やワクチン接種率が上がってい
ます。知識をもって、ガンを予防していくように若
い世代に伝えて参ります。

町内会･自治会の支援の在り方について

HPVワクチンについて

代表
質問

代表
質問

出典 国立がん研究センター がん情報サービス
2015年全国推計値に基づく累積罹患リスク、2017年累積死亡リスクより リーフレット（詳細版）より抜粋

Ｑ１　実証実験を経て4月より本格導入したロゴ
フォームについて今後の計画とオンライン化に向け
ての本市の見解は?�
Ａ１　ロゴフォームについて、5月に操作方法等に

関する庁内説明会を開催し、現在、活用に関する全
庁調査を実施している。オンライン化が可能な手続
等について、職員自らが申請フォームを作成し、実
用に向けた準備を進めている。スピード感をもって、

行政手続きのオンライン化・押印廃止について代表
質問
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Ｑ１　本市に大きな被害をもたらした令和元年東日
本台風から2回目の台風シーズンを迎えようとして
いる。この度、排水樋管周辺地域における中長期的
な浸水被害の軽減に向けた取組等が示された。当面
の対策、中期、長期対策の期間と具体的な効果は?
Ａ１　当面の対策として、山王排水樋管周辺地域に
おけるバイバス管の整備、諏訪排水樋管周辺地域に
おける仮排水所の増強などで、期間は3年程度、事
業費は約5億円を予定している。中期対策としては、
宮内、諏訪、二子、宇奈根排水樋管周辺地域において、
小規模ポンプ施設による対策を基本としており、期
間は6年程度、事業費は概算で約40億円と想定し
ている。長期的な対策としては、浸水被害のあった
5つの排水樋管周辺地域において、流下幹線や大規
模ポンプ場等による対策を基本とするもので、期間
は20年程度、事業費は概算で約500億円から600
億円と想定している。効果としては、当面の対策に
より、山王排水樋管周辺地域において、令和元年東
日本台風当時の浸水に対し、被害を解消することが
できるものと考えている。中期対策により、令和元
年東日本台風当時の浸水に対し、宮内排水樋管周辺

地域では約7割、諏訪周辺地域では約6割、二子周
辺地域では約9割、宇奈根周辺地域では約6割の床
上浸水を低減すると考えている。さらに、長期的な
対策により、全ての排水樋管周辺地域において令和
元年東日本台風当時の浸水に対し、浸水被害を解消
するなどの効果が期待できる。

　青木より一言意見

自然と向き合い、浸水軽減に向けて、様々に動いて
います。

浸水軽減に向けた取組について代表
質問

原則オンライン化に向けた取組を推進している。一
方、法人の認証が必要な手続など、現在のロゴフォー
ムの機能ではオンライン化できない手続等について
は、令和5年3月にシステム更改予定の次期ネット
窓口かわさき等を活用していく。先行事例等を参考
に、関係局と連携しながらオンライン化を図ること
ができるよう取組を進めていく。
Ｑ２　教育現場での手続きオンライン化についての
見解と計画は?
Ａ２　手続きのオンライン化について、個人情報の
取り扱いに十分配慮されたシステム開発などが課題
であると認識している。
令和3年4月から、欠席連絡システムを導入し、保
護者と学校間の連絡手段のオンライン化を図ったと
ころである。 今後も、個人情報等のセキュリティ
確保に十分留意しながら、保護者や学校の利便性向
上や負担軽減に資する方策等について検討してい
く。
Ｑ３　押印廃止について、令和3年5月1日現在で
88%の廃止が実現している、実施した上でのトラ

ブルはないか？残りの12%は法改正等がないと押
印廃止ができないものがあるが、それら課題が具体
的になってきた今、県や国へ要望をしてくべきで
は?�
Ａ３　現時点でトラブル等の報告は受けていない
が、引き続き、押印廃止後の状況について注視して
いく。押印が必要となる申請書等については、法令
等で定められているものや、文書の真正性を担保す
る必要のある入札書、請求書等がある。さらなる押
印の廃止について取り組むとともに、法令等で定め
られているものについては、他都市の動向等を注視
しながら、国等への要望も検討していく。

　青木より一言意見

来年1月から転入届や印鑑証明等は、窓口ではデジ
タル化となります。デジタル
に強い人弱い人、誰1人取り
残さないように丁寧に進めな
がら、365日役所の手続きが
出来るようにして参ります。

ポンプゲート設備の運用（イメージ）（川崎市上下水道局HPより）

平常時（自然流下）

河川水位上昇時（強制排水）
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Ｑ１　本市では平成27年3月に「水素社会実現に向
けた川崎水素戦略」を策定し、エネルギーとて水素
利用拡大に取り組んできた。こうした中、海外から
水素を輸入するサプライチェーンを構築し、発電に
用いる実証事業は、世界初の取組として、脱炭素社
会の実現に向けた大変重要な取組である。この実証
事業の成果、今後の課題と方向性は?�
Ａ１　臨海部国際戦略本部より　令和2年3月から
10か月にわたり、水素の製造、輸送、貯蔵、利用など、
一連の実証を行い、水素にトルエンを結合させ、常
温常圧の液体で、コンテナ111基を計画的かつ安全
に輸入できたこと、脱水素プラントの安定的な稼働
や、商業規模へのスケールアップが可能であること
などが確認され、実証事業は成功したものと聞いて
おり、水素の大量輸送の実現に向け、大きく前進し
たものと考えている。今後に向けた取組の方向性に
ついては、川崎臨海部やその周辺での大量利用、水
素サプライチェーンの構築に向けた取組などを加速
させ、水素事業の商用化に向けて企業や関係省庁等
と連携しながら、「川崎水素戦略」を次のステップに
進めていく。

　青木より一言意見

化石燃料がない中で、多様なエネルギーをミックス
して、人や地球にやさしいエネルギーを市民と取り
組んでいくことが大切です。

今後のエネルギー対策について代表
質問

（1）ブルネイにおいて、製造した水素にトルエンを結合させ、MCH（メチルシク
ロヘキサン）に変換することで常温・常圧で液体になります。

（2）MCHを船で川崎臨海部まで運び、
（3）トルエンと水素を分離した後、水素を発電に利用します。
（4）トルエンはブルネイに戻し、MCH 製造に再利用します。

水素サプライチェーンの仕組み（市HPより）

ブルネイ水素プラント
（AHEAD提供）（市HPより）

川崎脱水素プラント
（AHEAD提供）（市HPより）

Ｑ１　経緯と効果は?�
Ａ１　経緯は、平成31年の民間提案において、陸
上競技場のサイド･バックスタンドの全面改築、複
合施設化、球技専用化として提案され、関係者団体
等との調整を行いながら、提案の実現性を検証して
きた。効果については、球技と陸上競技を分けるこ
とにより、施設利用の最適化や施設のコンパクト化
が可能となると考えている。
Ｑ２　球技専用スタジアムと第2種相当公認陸上競
技場の利用や規模について�
Ａ２　球技専用スタジアムは、主にJリーグ、一般
のサッカー大会、ラグビーの利用を想定している。
第2種相当公認陸上競技場は、主に陸上競技大会等
の利用を想定し、収容人員5,000人以上の規模を予
定している。現在の補助競技場を第2種相当公認と
することで、陸上競技大会の利用を移転することが
でき、利用団体間の円滑な日程調整が実現されるも

のと考えている。
Ｑ３　球場専用スタジアムの収容人数を35,000人
規模にするとの事だが、収容の可能性は?�
Ａ３　11月に公表予定の計画改定案で収容人数に
ついて示していく。

　青木より一言意見

球技専用スタジアム整備と第二競技場の整備で、さ
らに川崎のスポーツを盛り上げ、市民の健康寿命を
延ばしていきたいと考えます。

等々力陸上競技場を球技専用に改築する件について代表
質問

球
技
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
イ
メ
ー
ジ

（
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
）



神奈川県新型コロナワクチン副反応等相談コールセンター

川崎市新型コロナウイルス感染症･ワクチン接種コールセンター

FAX 045-900-0356 

FAX 044-200-3928

（耳の不自由な人の相談用）
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●新型コロナウイルス感染症に関する情報は下記サイトよりご参照ください
読み取りは携帯の
カメラモードを
かざすだけ

接種についての
お知らせ

予約に関する情報 接種状況（速報）と
供給状況

モニタリング状況

60才未満の方の予約受付が開始しました

ワクチンを接種した人へ
接種後に注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み、寒気、下
痢、発熱などの症状は、大部分が接種後数日以内に回復しています。

受付時間：24時間 （メンテナンスのために一時的に停止する場合があります。）

受付時間：8:30～18:00 （土日祝含む）

（1）予約サイトでの予約 （予約にはメールアドレスの登録が必要です。）

（2）コールセンターでの予約

60歳未満の方の予約受付開始日について

U R L
【予約サイト】

医学的な知見が必要となる専門的な相談

副反応に関する一般的な相談

045-285-0719

044-200-0730

電話番号： 0120-654-478

6月28日、国会（自民党）への要請活動が
行われました。福田市長より感染症対策
をはじめワクチン接種の進捗、来年度予
算編成に対する要望が国に伝えられまし
た。団長として市長と国会議員の間で進
行役を務めさせていただきました。

昭和52年8月26日生まれ

●  4期連続トップ当選（29才初当選）
● 議会運営委員会委員長
● 健康福祉委員長、まちづくり委員長歴任
● 川崎市幼稚園父母の会、連合会前会長、
高津消防団員、保護司、川崎高津ロータリークラブ

● 英国ボーンマス大学院国際経営学Dip取得、
産業能率大学、サレジオ学院中高、洗足学園小、
川崎めぐみ幼

● 両親、妻、息子3人の7人家族
● フラッグフットボール日本選手権3連覇
W杯日本代表、キリマンジャロ登頂成功（5,895ｍ)

青木のりお事務所
〒213-0029 神奈川県川崎市高津区東野川2-29-11

年齢区分 接種券発送日 予約受付開始日
50～59歳

6月21日（月）
令和3年7月17日（土） 午前8時半～

40～49歳 令和3年7月24日（土） 午前8時半～
満12～39歳 6月28日（月） 令和3年7月31日（土） 午前8時半～

※平成21年7月2日以降に生まれた方は、接種券が届き次第対象となります。年齢に達していない方への誤接種
を防ぐため、接種券は対象年齢に達した翌月に発送する予定です。


